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これまでの流れ
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温室効果ガス削減 生物多様性の保全

２０２３年度内 「見える化」ラベル開始 （ガイドライン＋ラベルデザイン確定）

○ みどりの食料システム法※  （2022年７月施行）

    国が講ずべき施策として「見える化」を位置づけ。

○ みどりの食料システム法案の附帯決議
「消費者等に分かりやすい表示・広報、環境への負荷の低

減の状況を把握する手法等について検討し、その結果に基
づき所要の措置を講ずること。」
※ 環境と調和のとれた食料システムの確立のための環境負荷低減事業活動

の促進等に関する法律（令和４年法律第37号）

●環境への負荷の低減の状況を把握する
手法の検討

●消費者への分かりやすい表示の実施

ラベル表示方法検討

2025年度までに生産現場での環境負荷低減の「見える化」を実証し、普及を図る

※ 「見える化」については定期的に検証を行い必要に応じて改良

対象品目の順次拡大、運用改善、普及の推進 (2023年度は畜産の追加検討)

全
体
の
方
針

○ 農林水産業・地域の活力創造プラン
（2022年６月改訂）

    生産現場での環境負荷低減の取組の「見える化」を図るた
め、2025年度までに農産物のGHG簡易算定ツールの作
成と削減量の効果的な表示等の実証を実施し、普及を図る。

○食料・農業・農村政策の新たな展開方向
    食料システム全体で環境負荷低減の取組や国民理解の醸

成に向けて、取組の「見える化」を推進（2023年６月）

取
組
の
方
向

環境負荷低減努力の「見える化」の全体方針と取組の方向性
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脱炭素の見える化の検討
（フードサプライチェーンにおける脱炭素化の実践とその可

視化の在り方検討会）

【温室効果ガス低減技術の整理】
• 食品事業者・農林漁業者向け技術紹介資料の作成

【消費者の選択に資する見える化の検討】
• 表示内容、方法、媒体等を整理、等級表示を推奨

【簡易算定シート作成】
• 農産物の温室効果ガス簡易算定ツールの作成（米、
トマト、きゅうり）→23品目に拡大

【実証】
• 簡易算定シートを用いた産地データの算定
• 算定結果を用いた等級ラベル表示による販売実証を
通じた消費者への訴求

ガイドライン策定までの検討過程

５

生物多様性保全の見える化の検討
（新農林水産省生物多様性戦略検討会）
（生物多様性保全の見える化技術検討会）

【生物多様性保全の見える化の基本的方針】
• まずはコメを対象とし、生物多様性保全の取組実
施数に応じて評価するとする基本的方針を決定

【等級の設定方法の検討】
• 対象とするほ場での取組実施数を基本に点数化し、
合計点数に応じた等級とする。

【生物多様性保全の取組内容】
• 見える化で評価する取組内容の要件と記録を確定

脱炭素の取組と生物多様性保全の取組の双方を評価する、「環境負荷低減に関する評価・表示
ガイドライン」に反映
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（参考）
「食料・農業・農村政策の新たな展開方向」に基づく具体的な施策の内容

（令和５年１２月２７日 食料安定供給・農林水産業基盤強化本部）（抜粋）
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本格運用のための新たなガイドライン：

農産物の環境負荷低減に関する
評価・表示ガイドライン
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ガイドラインの構成 

「脱炭素の見える化ガイド」

第２部第１部

基本的な考え方 実践にかかる内容

生物多様性保全の見える化技
術検討会の議論

○ 令和４年度まで検討した「脱炭素の見える化ガイド」と、生物多様性保全の見える化技術検討
会で検討した内容を反映して、環境負荷低減に関する評価・表示ガイドラインを策定
第１部では、見える化にあたっての基本的な考え方を整理
第２部では、見える化のための実践手順を提示
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ガイドライン第１部
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１．農林水産分野における環境負荷低減の見え
る化の背景・必要性

(1) 温室効果ガス（GHG）削減を巡る動向
(2) 生物多様性保全を巡る動向
(3) 温室効果ガス削減・生物多様性の見える化に

  ついて
(4) 意義
(5) 本ガイドラインの位置付け

２．環境負荷低減の見える化の基本的な考え方
2-1. 温室効果ガス削減の見える化の基本的な
考え方

(1) 農業分野から排出される温室効果ガス
(2) 生産者による温室効果ガス削減の取組のメ

  リット
(3) 農業生産とライフサイクルアセスメント
(4) 本ガイドラインにおける算定の範囲
(5) 代表的な温室効果ガス低減技術
(6) 見える化の流れ

2-2. 生物多様性保全の見える化の基本的な考え方
(1) 生物多様性保全の見える化の考え方
(2) 見える化の流れ

2-3. 等級ラベル表示
(1) ラベル表示
(2) ラベル表示（等級の確定方法 ～温室効果ガ

  ス削減～）
(3) ラベル表示（等級の確定方法 ～生物多様性

  ～）
(参考) 消費者への「見える化」の認知度向上に

  向けて

３．農産物の温室効果ガス簡易算定シートの
概要

(1) 簡易算定シートとは
(2) 簡易算定シートの算定範囲
(3) 簡易算定シートで取り扱うデータ
(4) 簡易算定シートで低減技術として採用して

  いる項目
(5) 簡易算定シートの利用の流れ
(6) 簡易算定シートの算定結果

４．サプライチェーン全体での温室効果ガス削
減の実現に向けて
（簡易算定シートの更なる活用方策）
SCOPE3算定への活用に向けて

(参考) 農産物のGHG簡易算定と事業者単位の
GHG算定の関係

ガイドライン第１部の構成①
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ガイドライン第１部の構成②
５. 水田における生物多様性保全の取組内容と
記録方法

(1) 化学農薬・化学肥料低減・不使用の取組
(2) 冬期湛水（別名：ふゆみずたんぼ）
(3) 中干し延期または中止
(4) 江の設置等（江、深溝）
(5) 魚の保護
(6) 畦畔管理

参考資料
参考1：表示に関する一般的な留意事項
参考2：温室効果ガス排出量の低減技術について
参考3：コミュニケーション：見える化の事例紹介
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